
食器や食缶、配膳器具は

大切に扱いましょう。

また、食べ終わった後の

ゴミはきちんとゴミ袋に

入れるようにしましょう。

ゴミの分別も環境にとって

大切な取り組みです。
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暑さも和らぎ、秋らしさを感じる季節になりました。過ごしやすい季節ですが、日中と朝晩の

気温差で体調を崩しやすくなる時期です。栄養バランスの整った食事をとって、毎日元気に

過ごしましょう！

家庭での食品ロスとなる原因は、大きく分けて

3つです。

①買いすぎなどによる「直接廃棄」

②作りすぎや好き嫌いによる「食べ残し」

③調理段階での「過剰除去」

買いすぎをなくすために、買い物に行く前に

冷蔵庫の中を確認する、食べられる分の料理を

作る、といった日常生活のちょっとした配慮で

食品ロスは削減できます。

10月は国が定める「食品ロス削減月間」、

10月30日は「食品ロス削減の日」です。

近年、まだ食べることができる食品を捨ててしまう

「食品ロス」が問題となっています。

令和3年度の食品ロスは約523万トンと推計されています。食

べ物に換算すると、日本人一人当たり「おにぎり一個分

（約114g）」の食べ物を毎日捨てていることになります。

「もったいない」の心を忘れずに、未来に向けてできる

ことから取り組んでみましょう。

ここ数年で、「SDGs」という言葉をよく目にするようになりました。SDGsとは「持続可能

な開発目標（Sustainable Development Goals）」を略した言葉です。国際連合に加盟する

193の国々が、2030年までに達成すべき17の目標です。現在、世界では気候変動、飢餓、

紛争、感染症など、さまざまな課題を抱えていますが、これらを解決し、世界中の全ての

人びとが、安心して暮らし続けられる社会を目指すものです。

食品ロスを減らすには…？
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専用の機械を

使って

皮をむいた時の

廃棄量
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給食の残食

池田市内の給食は毎日約500㎏捨てられています。

みなさんが給食を食べている様子をみると、

食缶の中にたくさん残っていることがあります。

一口も食べずに全部返している人はいませんか？

苦手な食べ物でも、一口食べてみることでおいしさに

気付くことができるかもしれません。

給食センターでは、食材の廃棄量を減らすために野菜の皮むきや切り方を工夫しています。

給食を配膳するときは、

食缶の中が空っぽになるように

配膳しましょう。

※給食センターに返ってきた残食(一部)


